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対象家屋に隣接する駐車場に第三者所有の車両があるとのことで、顧問弁護士
と相談し、行政代執行を行う場合には、一旦移動という形をとる検討をされる
とのことですが、具体的には車両を何らかの形でレッカー移動し、使用してい
ない町所有地に仮置きするというように考えておられるのですか。

まず、車両を動かすにあたって、手続き及び承諾が必要になると聞いていま
す。案としまして、一つ目は移動させてくださいと所有者に連絡をする、二つ
目は移動させても良いという同意書を頂き一時保管する、三つ目は、処分す
る、これは勝手にして良いのかは微妙ですが、そのような方法で対応出来ない
かというように思っています。この車両を置かれている場所は土地所有者の個
人の土地であり、裁判所の許可がないと動かせないと聞いていますので、顧問
弁護士と相談しながら対応していきたいと思っています。

しっかりと顧問弁護士と相談した上で進めて頂ければと思います。よろしくお
願いします。

成年後見の申立てはされるのですか。されないのですか。

裁判所で相談させて頂きましたが、所有者及び所有者の家族の協力が得られな
いと進められないとのことで、申立てをされても協力が得られなければ取り下
げをして頂くことになるだろうという回答を頂いています。

成年後見の申立てはされないとのことですが、される場合はどのような根拠
で、どの法律に基づいてされるつもりだったのですか。

成年後見人制度を利用するとしたら、どの法律に基づいて行おうと考えておら
れましたか。民法ですか。民法に町が申立てをできる権利があるとは記載があ
りません。

空家法の改正ガイドラインに精神状態についての対応として、このような申立
てが考えられるという記載がありましたので、申立てを考えておりました。

老人福祉法とかですか。その場合は福祉を諮る為に特に必要がある場合という
規定があります。所有者の福祉の為にしないといけないことで、今回は河合町
の為にすることなので、成年後見は申立てが出来ないのではないですか。

本人の意思判断の確認のため、主治医意見書の提出を求めましたが、協力して
頂けず、成年後見人制度を検討しましたが、そちらも協力して頂けないという
状況です。現場写真でもあるように、隣接地に瓦が落下してきている状態であ
り、火災発生後から状況も悪くなってきています。住民の安全確保を取る為
に、代替え措置を検討した結果、協力して頂けないとのことなので、行政代執
行を町として行っていこうということです。

会議議事録（概要版）

　議事①特定空家等に対する措置について

　　　〈事務局より説明〉

裁判所との打ち合わせで、今の状況を話した中では、制度的に申立てをするこ
とは可能であると確認しています。

可能であっても福祉の為にされないといけないので、出来ないと思います。結
局はされないということですので、構わないですが、今後命令等を行った時
に、弁護士の立場から言わせて頂ければ、無効だと戦います。判断能力が無け
れば受領能力も無く、受付が出来ないということで争われると思います。

前回の協議会でも本人の意思能力判断がポイントになりましたが、国のガイド
ラインに記載のある代替え策として、管理不全土地管理制度、後見人制度につ
いて進めようと一旦手続きはしましたが、結果的に出来ませんでした。次の手
段として、何があるのかは今の段階ではガイドラインに記載されていません。
家屋の状態はかなり悪くなっていますので、このままの状態で置いておくのは
危険だと町も思っています。やるべきことを行ったとして次のステップにいき
たいと思っています。
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本来は所有者が判断しないといけないことで、奥さんに何の権限もありませ
ん。成年後見人がおられるのであれば良いですが、奥さんの意見だけでは裁判
の時に通用しないと思います。

代執行を行った場合、その掛かった費用を一旦町が出し、所有者に請求をする
ので、気にはなります。不服申立ての文書を読ませて頂きましたが、その内容
によると、我々が協議し進めているものと論点が乖離している所があり、岩橋
委員が心配されている部分は後々まで引きずるのではないかと思います。特措
法に基づいて行っているという所をもう少し明確に伝えていかないと先に進め
ないと思います。もう一点ですが、県道も絡んでいるので、時系列で報告は頂
きましたが、県も率先して、こういった手続きを行うことになるというような
アクションを起こして頂く等、河合町としても県といろいろと協議した上で進
めている内容ですと、明確に所有者に分かるようにしたほうが良いと思いま
す。奥さんに伝えたところで、所有者に話されるか分かりませんが、この段階
になれば、ある程度の一歩を進むべき所ではないかと解しているので、県と
しっかりと情報のやり取りを進められ、今回の協議会に臨んでいるのか確認さ
せてください。

前回の協議会の審議の中で意見が挙がったのは、特措法に基づく手続きを進め
るにあたっての窓口が今の状態では、はっきりしないのではないかということ
で、成年後見人制度の活用も含めて模索していくと動かれたと解してますが、
今回の結果としてお話頂いているのは、そこのところも含めているということ
ですね。

この問題はここ２・３年ずっと議題に挙がっているが、全く進んでいないと思
います。個人の権利を重んじて大事にするというのは良いことですが、公共の
安全として、道路に落下物の可能性があり危険と特定空家に認定し、何とか危
険を回避しようとスタートしています。特定空家に認定した以上は、制度に基
づいて速やかに措置を踏んでいき、最後は行政代執行に持ち込むのか、所有者
本人に対応して頂くのか、本人側が待って欲しいといわれても、ある程度日程
に沿って進めるのが一番良いのではないかと思います。ずっと足踏みをしてい
ると感じますが、どうでしょうか。今回が第一号で非常に慎重にしないといけ
ないのは良く分かりますが、慎重にし過ぎているような気がします。その辺で
忌憚のないご意見を賜りたいと思います。

判断能力がある方であれば、どんどん進めていけば良いですが、今回の所有者
は判断能力・意思能力があるか分からないということなので、そこに構わず進
めていくというのは、例えば命令をしても、それは無効だと主張をされる場合
もあると思いますので、心配です。判断能力の有無を無視できるのであれば進
めても良いと思いますが、後々、町が損害賠償を受けたりするので、簡単には
進められないと思います。

奥さんが所有者の意見を代弁しているように言われています。

前回の協議会でそのような話があり、事務局だけでは判断出来ないということ
で、町の顧問弁護士等に相談し、動いているということです。

最後の手段は改正された空家の管理制度になると思います。裁判所が出来ない
というのは間違っていると思います。

管理不全土地管理制度について事前に相談させて頂いた結果、所有者及び家族
の陳述等が必要だということで、協力を得れなければ裁判所としても判断が下
せず、陳述に来て頂けない場合、申立てを取り下げて頂くという流れになると
のことでした。

本人の陳述がなければならないというのは、裁判所が間違っていると思いま
す。

岩橋委員が言われていることも分かりますし、河合町としても困っているとい
うことは話をさせて頂いたのですが、どうしてもこのような申立てについては
本人陳述が重要になってくるということがポイントなので、協力を依頼してく
ださいとアドバイスを頂きましたので、協力依頼をしていたのですが、全て拒
否されています。
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県道の管轄は高田土木事務所になり、火災発生直後に道路関係、建築基準関係
で、該当するか声は掛けさせて頂きました。県道担当の管理課の回答として、
現状では道路に影響が出ていないため対応できません。月一回の道路パトロー
ルで確認はします。ということでした。建築基準法関係について、建築課に確
認させて頂きましたが、現状については違法状態ではないため、特に対応はし
ないという回答を頂いています。前に住民さんからの投書が、町と県庁の方に
届いていますので、状況については把握されていると理解しています。

県の建築課が今の状態が問題ないということですか。倒壊の危険性があり、住
居として成り立っていないと思うのですが。

何回か話はさせて頂いたのですが、町が求めているような回答は頂けませんで
した。

顧問弁護士は、この文章をこれで良いという考えであるということですね。

その顧問弁護士の見解を聞いてから、岩橋先生の見解を聞くと、どのように受
け取ったら良いのかわかりません。やはり岩橋先生が言われたように、法的に
瑕疵がないように、町側が不利にならないように対策をしておかないといけな
いのではないかと思いますが、その点はどうでしょうか。

国のガイドラインに精神状態への対策について、管理不全土地管理制度・成年
後見制度の２つについて記載があります。最終的に確認した上で動いた結果、
協力して頂けなかったので、次のステップとして命令以降の措置をしていき、
危険な状態を早めに改善させて頂きたいというように思っています。

顧問弁護士はNOとなった場合、行政代執行までステップを踏んで良いという見
解で問題ないということですね。

資料⑤の回答は顧問弁護士にも見て頂いています。基本的に下に記載させて頂
いている内容は、こういう状態なので、町としては条例に基づく措置の命令以
降をしますと記載してはどうかとアドバイスを頂きました。顧問弁護士もこれ
で対応するしかないとのことです。

顧問弁護士に、資料⑤の文面で送達する予定だと見て頂いたとのことですが、
資料④の所有者と奥さんから、河合町にこのような文書が届いているというこ
とを踏まえて、この文書を認めますという確認は取れていますか。

資料④の要望書も見て頂いて、これまで対応してきたことを含めて記載し、町
としてこういったことをしていきますよということを記載したらどうかとアド
バイスを頂きました。

確か、売買の看板が立っているのですね。

資料③の文章の、成年後見制度申立てのお願いですが、町の顧問弁護士と相談
された結果、申立てを行い、裁判所が選任する成年後見人と今後協議を進めて
いく。ということは理想ですが、所有者や家族の立場になれば、残念ながら返
事はNOとなります。顧問弁護士も想定はできると思います。ここの下の方に、
ご協力頂けない場合は空家等の推進に関するといろいろと記載され、措置を再
開させて頂きますので、よろしくお願いしますと丁寧に記載されていますが、
受け取った側からすれば、少しきついと感じますが、顧問弁護士は良いという
ことで、法的に問題はないと言われているのですか。岩橋委員と顧問弁護士の
見解が違うので、一般の住民として非常に不安に思います。顧問弁護士はどの
ような見解でこのような文章になったのか教えて頂けますか。

顧問弁護士の方には、通知文、要望書への回答等について、逐一連絡を取り確
認させて頂いた上で対応させて頂いています。
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それは絶対に確認しないといけないと思います。本人の意思がないといけませ
ん。

所有者と不動産屋の話になりますので、こちらはこちらの手続きを粛々と進め
ていくことになるのかなと考えています。岩橋委員や山下委員からお話があっ
たように、我々が手続きを進めるにあたって、送達先が今のままで良いのか、
そこの部分は、はっきりとさせておかないといけないと思いますがいかがで
しょうか。

それも後見人を立てないと無理ですが、売れた後にすることは可能です。１か
月くらいでできます。ですが、こちらの方は送達受取人がいない状態で大丈夫
ですか。

売り土地看板に記載がある会社は楓工務店です。看板は現在もあり、チラシは
無くなっています。一昨日楓工務店に連絡したところ、動きはなく、問い合わ
せもない状態と確認しています。これまでに何件か問い合わせ等が入っていた
ようで、楓工務店に連絡が入れば、所有者の奥さんに連絡をし、値段交渉等含
めて話をされます。値段交渉までいったことはあるとのことですが、最終的に
良い返事はされず終わったのが数件あるとのことです。

特措法では、所有者がメインとなりますが、これまでの通知は、奥さん・長
女・長男にも通知を送付したという手紙は送っています。ただ、最近は長男が
受取拒否をされており、手紙が戻ってきます。奥さんと長女からは戻ってきて
いません。これから行う命令・戒告についても今までと同じように、所有者及
びご家族の合計４人に同じ文書を送らせて頂こうと考えています。

追記させて頂きます。所有者の判断能力があるかどうかですが、全て奥さんか
らの口頭で伝えられているだけで、所有者本人から判断能力がないという話は
一切聞いていません。町としましては、所有者の判断能力がないという診断書
を見せてほしいと再三お伝えさせて頂きましたが、診断書を出されないという
ことですので、町としては判断能力があるということで進めていくしかないの
かと考えています。

要介護３の保険証が出されているとのことで、要介護としては高いと思いま
す。

奥さんが勝手にこの土地を売りますと持ち掛けることはできるのですか。売買
契約時のサインが本人しか駄目ということですか。

その辺もお聞きしましたが、返事をされませんでした。

売買契約をする時には、本人の署名・捺印・印鑑証明まで貰っておられると思
いますし、それが基本です。

このような売買の時は、権利を持っている所有者本人がしなくてはならないと
思いますが、例えば奥さんが代理で売る売らないの判断をすることは可能なの
でしょうか。

売買のチラシですが、どのようなことが記載されているのか確認させてくださ
い。家屋を含めて売りますという形なのか、売買契約を結ぶ際には家屋を除却
し売りますという形なのか、どう記載されていますか。

チラシには条件付き土地ということで、更地渡しとなっています。担当の方に
問い合わせし、どのような流れでされるのか確認しました。まず、売買契約を
結んでから境界画定を行い、その後売主が更地にし引き渡すという条件になっ
ています。

売買を持ち掛けたのはどなたですか。奥さんですか。所有者ですか。

奥さんが申し込み等をされたとのことで、所有者は一度も出てきておられない
とのことです。主に動いているのは奥さんで、一応所有者に話は伝わっている
と思いますとのことです。

要介護３という数字だけで、内容がわかりませんので、精神状態までは確認で
きませんし、判断もできません。
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もう一度顧問弁護士と相談されてはどうですか。手続きができない等の話は言
われていませんか。

それ以上の書類は出して頂けないです。

こういう場合はどうしたら良いのでしょうか。

新しく法律ができたのは、成年後見制度ができない場合があって困るからで
す。特別財産管理人を選任して、命令等をしていくという制度ができたのに、
それを活用できないのはおかしいと思います。本人から聞けない場合もありま
す。判断能力がない方に聞けと言われても無理ですので、その時のために特別
代理人制度があって、それで手続きを進めていくとガイドラインにも記載があ
ります。なのに何故しないのか分かりません。

それは、特別財産管理人制度ですか。特別代理人制度ですか。

管理不全土地管理人ですね。それを立てることになるということですが、時間
稼ぎをされているような感じがします。

何もなくそのままいってしまえば簡単なのですが、長男がいろいろと書面を出
されたり、法的に言い出してこられるのではないかと思います。

管理不全土地管理制度につきましては、裁判所の職員と協議させて頂き、申立
てについては、本人に裁判所に来て頂いた上で、話をしないと進められない制
度なので、協力は必ず要ります。協力をして頂けない場合は裁判所としても、
次に進めないので、結果的に申立て人に取り下げて頂けませんかと声を掛けさ
せて頂きますと回答を頂いています。

本人が来なければできないのであれば、何のために法律が出来たのか分からな
いですし、法律の意味がないです。本人が対応できないので法律ができたと思
うのですが。

裁判所で話をした結果、駄目でしたという話はさせて頂いています。

送達受取能力がないと思われる方に対して、進めていくことは、こちらとして
瑕疵がないのか顧問弁護士に確認して頂ければと思います。

これまで町としては、国のガイドラインに示されていること全て対応させて頂
きましたが、協力して頂けず、所有者からすると瑕疵がある言われる可能性は
ありますが、これまで示されている対応については全て行ったと思っていま
す。

まだ全てしていないと思います。管理不全土地建物管理制度は申請されていま
せん。本人が出向かないとと言われていますが、特別代理人制度もあります
し、そこの辺はまだされていません。

今のままでは前に進めないと思います。特別代理人を立てるという方針で望ん
ではどうですか。特定空家に認定してから２年くらい経ちます。普通なら、半
年か一年くらいに処分できるはずです。放置したら危険で何とかしないといけ
ないと特定空家に認定したので、このように引き延ばされるのは、少し問題が
あると思いますし、今後これが前例になりますので、何もできなくなると思い
ます。このまま押し切ってステップを踏んでいくと、訴えられたりしますか。

特別代理人制度の話もしたことはあるのですが、結果的に本人が裁判所に出向
かないと判断が出来ないと言われている状態です。申立てをしても本人に来て
頂けないと次に進めないとのことです。

本人が答えれないときの為に特別代理人制度があるのではないでしょうか。

それも言わせて頂いたのですが、結果的に裁判所としては来て頂かないといけ
ないとのことです。

成年後見制度の申請を町ができるということの方がおかしいです。
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資料⑤別紙にあります回答の下段の方は基本的には顧問弁護士の意向です。こ
れまで行ってきたことを再開しますということを記載してはどうかということ
で、記載させて頂いています。

命令の措置がされなければ公表します。条例に基づく公表の猶予がありますの
で、１１月の初めくらいまでは確認する時間があるかと思います。本日委員の
みなさんに出して頂いたご意見を含めて、顧問弁護士に相談したいと思いま
す。

奥さんが私で大丈夫と対応されていても、いざ判断能力がないとなり裁判にな
れば、無効になる場合もありますので、あまりにも危険な判断ではないかと思
います。勧告まではまだ良いですが、命令になると、それに対して答えないと
いけなく、判断能力が必要だと思いますので、命令を行うのはしんどいと思い
ます。

資料④で所有者の奥さんの意思だと思いますが、成年後見人は必要ないとお伝
えしたはずですが、またそれに対して性懲りもなく家族全員が必要ないと思っ
ているのに、役場から成年後見人を申し立てろと強引に押し付ける理由の説明
を要求いたします。とこれだけの意思表示をされている場合、ちゃんと判断能
力を有していますというものにならないのかと思いますが、どうでしょうか。

そこが危ないと言われています。そのように見てはいけないということを言わ
れています。

所有者が発言をされていない可能性があります。

資料⑤の文章ですが、顧問弁護士が資料④で記載されている内容を読んで、こ
ういう展開の基に手続きを進めていくという表現があまりないので、回答文を
読んだ上で、このように町としての姿勢を示しますというしっかりとした助言
があったのかどうか確認したいです。文面だけを見て、これで良いのではない
かといった感じですか。

一般的に見て、本人が金遣いが荒い、何をするか分からない等、他の人が見て
も危なく、成年後見したら良いのに家族は何もしないと言った話であれば老人
福祉法で法に基づいて町が申立てできるのですが、今回の場合はそうではあり
ません。本人の福祉の為ではなく、町の為ですので、成年後見制度を町が申立
てする権利はないと思います。

何とも言えませんが、長男がもしかしたら無効だと言われるかもしれません。
私であれば無効だと言います。

資料⑥の措置スケジュールに記載されている、命令と戒告については進めてい
くべきではないかと思います。ただ、管理不全土地管理制度について、どのよ
うに進めていくのか、成年後見制度は拒否されていますので、どのような形で
相手側を定めていくのかといった所をしっかりとその時間に顧問弁護士と相談
すべきではないのかと思います。実際に代執行を行うかどうかという部分につ
いては、次の協議会が１１月に予定されていますので、その段階で各委員から
ありました懸念されるポイントを押さえつつどのように進めていくのか、命
令・戒告を進めておいて、その後どのように踏み込んでいくのか、法的に問題
がないのか、法的な対抗手段を取られた時にどのように考えないといけないの
かという所を協議会でお示しして頂くということでいかがですか。

命令・戒告については進めた上で、もう一度顧問弁護士に、このような進め方
で良いのか、管理不全土地建物管理制度や特別代理人等の確認もさせて頂きま
す。町としても、訴えられないような対応策についても話をしながら確認した
上で、次の協議会で報告をさせて頂きたいと思います。命令・戒告・標識につ
いての措置は進めていけたらと思っています。よろしくお願いします。

このスケジュールでいえば、氏名公表の前の段階で、弁明の期限までは進めて
も良いということですね。
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　　②令和６年度空家等に対する取組

　　③令和５年度末空家集計

　　④令和５年度空家相談集計関係

岩橋委員の懸念されている所の部分は、全くタッチしていないという見解で顧
問弁護士の姿勢は示されているということですね。

　　⑤空家管理チラシ

　その他

　　①次回協議会の日程調整

　　⑥その他

　　〈事務局より説明〉

顧問弁護士には、このように行ったが駄目でしたと話をした中で要望書が送ら
れてきたので、どうしようかという相談をさせて頂き、このような回答にさせ
て頂いているという流れです。

他にご意見ございませんか。そうしましたら、１１月までにこのスケジュール
に記載があることで、できることを進めていき、いろいろと委員からご意見が
ありました、特別代理人を立てる等を顧問弁護士と打ち合わせして頂いて前に
進める方法を考えて頂き、次の協議会で再度報告して頂くということにしたい
と思いますが、よろしいですか。

本日出して頂いたご意見をまとめながら顧問弁護士と詳細について打ち合わせ
をさせて頂き、次回の協議会までにどういった話になったのか、顧問弁護士の
答え等をきちんと確認し、命令・戒告・標識等のやらないといけない措置につ
いて進めさせて頂きますので、よろしくお願いします。

対象家屋の屋根が全部落ちているので、次の段階としては、家屋の壁が倒れて
くると思います。基本的には内側に倒れるのでしょうが、何らかの形で外側に
倒れた場合、県道等の通行の妨げになる可能性が非常に高くなっていると私は
談じます。そうした場合に、どのように対応するのか、県道ですので、どう
いった形で協議し対応の準備を進めておられるのか、お伺いします。

月に何回か確認させて頂いています。来週、台風が接近するとのことですの
で、高田土木の方には、家屋の資材が県道の方にいってしまったらどうするの
か、連絡を早急にさせて頂きます。町の職員で対応できるのであれば、職員で
対応しても良いのかと思いますが、大きな柱等が風で飛んでしまったりした
ら、職員だけでは対応できないので、その辺は高田土木の方に確認させて頂き
ます。

以前、玄関先が県道に崩れた時に、その対応がとてもスピーディーであったの
ですが、今回は規模が大きくなります。２階建ての壁全体が県道側に倒れるこ
とも想定でき、通学中の可能性もありますので、しっかりと考えて頂きたいで
す。以前のケース以上のスピーディーさを求められる可能性がありますので、
よろしくお願いします。町の職員では対応できないことが想定されるのであれ
ば、すぐに業者に動いて頂く等、ある程度決めておかないといけないと思いま
す。

職員で出来ない場合も想定されますので、協力をして頂ける業者にも緊急出動
できるか含めて調整はさせて頂きたいと思います。ただ、前に県道は県が対応
しますと言われたことがあるので、県なのか町なのかということで、早く動け
る方が対応すれば良いかと思いますが、費用が発生することも考えられ、どち
らが負担するのか分からないということもありますので、高田土木の方と相談
したいと思います。

他にご意見がないようでしたら、これは先程のように進めていきます。本当は
台風シーズン前に措置して頂きたかったのですが、それは叶いませんので、来
年に持ち越さないという決意で臨んで頂きたいと思っています。よろしくお願
いします。
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資料⑮の空家等の相談件数ですが、いろいろと相談が増えていますが、このう
ちの何件については解消できたのですか。例えば樹木・雑草が茂ってどうしよ
うもないという相談の１９件中何件は解消したということはわかりますか。

樹木・雑草関係の１９件ですが、所有者・管理者の方に通知を送らせて頂いた
結果、１１件が草刈り剪定等をして頂けたという実績があります。家屋等の破
損等は１１件の相談があり、６件が何らかの対応をして頂けたという実績にな
ります。令和元年から継続している案件もあり、毎年何回か現状写真を撮り、
所有者及び管理者に通知を送らせて頂いています。

１９件の内の８件はそのまま放置されているという状態ということですか。

本来この協議会というのは資料⑪から資料⑯の部分をみんなでしっかりと協議
し、アイデアを出し話し合っていくというのが本来の目的としてはあると思い
ます。ですがもう２年以上同じ案件についての話で、非常に時間が割かれてい
るという状況が見受けられます。そういったことを考えると将来的には、２つ
の部会を分けるような形、例えば規定としてしなければならない特措法の確認
の部会と資料⑪から資料⑯のような部分に関して行う部会等、もう少し回数を
増やしたり、委員の都合もあるかと思いますが、そういったことも考えなけれ
ば、今回後半は協議がなされないまま進んでいる所もありますので、検討頂け
ればと思います。

当初から協議会の事務をさせて頂いてますが、これまでメインは特定空家・管
理不全空家等に対する審議で、４分の３以上の時間を費やしていると思いま
す。空家に対応する事業について毎年報告はさせて頂いていますが、協議会で
こうしたら良いのではというような、前向きなお話がなかなかする機会がな
かったということが事実です。特定空家や管理不全空家に対応する部会及び空
家対策、利活用も含めての部会の設置については、空家協議会が各市町村にあ
るかと思いますので、どのような体制でされているのか確認させて頂き、その
結果を協議会で報告し、どういったやり方が良いのか意見を確認しながら進め
ていけたらと思いますので、宿題という形で持ち帰ります。

危険空家等解体補助金というのは、何件申し込まれたのですか。

今年度は７件か８件ほど問い合わせがありました。その中で不良住宅判定で１
００点を超える空家については３件、残りの４件、５件というのは、外観から
拝見する限り、年代は古いですが、状態は悪くなかったということで、危険空
家にならず、この制度は使えませんでした。不良住宅判定は中に入らせて頂い
て判定しますが、基本的に１００点を超えなければいけなく、１００点未満は
補助金制度は使えないと説明させて頂いてます。

成果が出て、徐々に件数が増えており、今年度は締め切ったとのことですが、
来年度の予算で少し増額するということは検討すべきではないかと思います。
ご検討して頂いていますか。早々に締め切っている訳ですので、考えた方が良
いと思います。

危険空家解体補助ですが、国の補助金を活用しており、国への要望が必要にな
りますので、年度途中での要望は難しいです。令和４年度から始めさせて頂い
ており、３件中２件、１件については特定空家の所有者が一旦手を挙げられ確
保させて頂いてましたので、２件しかできませんでした。令和５年度は早々と
旧村地区３件がありました。４年度・５年度と事務の経験をさせて頂いた中
で、相談の総数としてはそこそこの相談件数がありますが、家屋がきれいな状
態である空家についてもどうですかということもあります。実際に４年度、５
年度と申し込まれた家屋を確認しましたら、３件くらいしかないように思いま
すので、来年度、４件にするということは、もう少し検討が必要かなというよ
うに思います。住宅診断につきましては、昨年度からほぼ５件が埋まっていま
す。能登半島地震の影響かどうかは分かりませんが、住宅診断の方も問い合わ
せ等含めてありますので、来年度は１件でも２件でも増やせれるような予算要
求をできればと思っています。
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成功事例の紹介だけではなく、例えば処理できていない、上手くいってない、
そういったもので何が原因で進んでいないのかというものもできれば事例の紹
介して頂きたいです。これだけ錚々たる委員がいてくださっているので、いろ
いろな助言も頂けると思います。それも合わせてご紹介頂ければと思います。

かなり前からの継続案件で通知は出すが、対応して頂けないもの等についてご
紹介できるものもあると思いますので、次回の協議会でパワーポイントを使い
ながら、実績的なものを紹介させて頂きたいと思います。

できれば同時並行的に進めていかないと、待ってくれないと思います。人数が
少なくて、大変な問題を抱えているのはよく分かるのですが、できればこの対
応をされていない空家が、現在どのような状態であるのか委員のみなさんに見
て頂き把握して頂けるように考えて頂きたいと思います。

基本的に残りの分は現状のまま放置されています。

家屋破損の１１件の内の５件もですか。

補修されないまま残っている状態です。

これが特定空家予備軍になっていくという訳ですか。

相談の中に、特定空家や管理不全空家に該当しそうな空家はあります。令和５
年度末の約４５０件の空家の調査を行い、その中にも特定空家、管理不全空家
の候補と思われる空家が数件ありました。現在の特定空家が対応中ということ
で、そちらが終わってから、予備軍等含めて、次どうしていくのか考えていか
なければならないと思っています。登記されていない古い年代の家屋もありま
す。その辺は山下委員にも相談に乗って頂きながら、相続人等の調査を含めて
対応をしていき、確認できることはしていき、現在の特定空家の対応が終わっ
た段階で進めていきたいと思っています。

相談があり対応したけれど、このような状態であるといった、写真等での説明
は可能だと思いますので、次回の協議会で何例か説明させて頂きたいと思いま
す。特定空家、管理不全空家の予備軍については、管理不全なのか、特定空家
なのかの判断は難しいので、現在の特定空家の対応が終わってからと思ってい
ますが、こういう状態であるという写真くらいは次回の協議会に間に合うかな
と思います。

プリントにしなくても、どこかに映して頂ければ良いかと思います。みなさん
に情報を共有して頂くだけで良いので、よろしくお願いします。

パワーポイントで説明できるように準備してみます。

閉会

よろしくお願いします。この協議会、未消化のまま終わってしまうような感じ
がしますが、是非次回はすっきりとした終わり方ができるようにお願いしたい
と思います。非常によくされているのは分かっていますが、何卒よろしくお願
いします。本日はこれで終了させて頂きます。


